
Consulting  For  A  Ecological  Building

私自身の健康のために・・・

愛するあなたのために・・・

未来に続く地球環境のために・・・

エコハウスへの戦略的取組

協同組合環境改善推進センター
私たちは安心・安全な建物提案に挑戦しています。



エコハウスへの挑戦

『エコハウス』を創りたい

だれもが羨む『エコハウス』を提案することは 私のかつてからの夢でした。
私が考える『エコハウス』とは「水や土、草花など自然と調和できる建物」、「自然エネルギーを有効利用でき

る建物」、「災害に耐えうる安全な建物」、「室内を快適環境に維持し続ける健康的な建物」、「文化として育ま
れていく建物」の5点と考えます。これら5点すべてがバランスを維持できている建物こそが理想の『エコハウス』だ
と考えています。

しかしながら、 『エコハウス』を目指すことはなかなか困難なことであると痛感しています。技術的役割が分散
化した建築業界において、技術を集積すること、規格統一を図っていくことは非常に骨の折れる作業です。しか
しながら、私の夢である『エコハウス』を目指すにあたっては、これを成し遂げていかねばならないと考えています。

本報告資料は、我々が目指す『エコハウス』への取り組みについて、協同組合環境改善推進センターが歩
んできた軌跡です。このような資料にまとめ上げることで、我々が目指すビジョン・方向性を自分たちが再確認し、
また未だ見ぬ同士との想いを共感をし、更なるステップアップにつなげていきたいとの思いからです。 『エコハウ
ス』を推進普及するにあたっては、まだまだ課題が多くあることが実情です。この課題を中小企業が開発した新し
い技術や、建築士や様々な専門技術者のコンサルティングノウハウ、工務店の販売力などで解決していくこと
が重要となると考えています。

私たちは『エコハウス』へのこだわりを多くの方に共感してもらうことによって、皆様の夢へのお手伝いと同時に、
自然環境改善の推進を進めていきます。

理事長 小田 一美

コンサルティングに関わる住宅向け技術ノウハウの収集・蓄積

NPO法人日本健康住宅協会の住宅研究報告書

私たちは長年の家づくりに携わってきた経験を元に、研究報
告という形でのデータ蓄積を図っており、シックハウス・化学物
質過敏症への対策、自然エネルギーの有効利用、カビなど
の原因である結露対策など、地域風土に合わせた、費用対
効果を考えたアドバイスできるコンサルティングノウハウを収集・
蓄積してきました。

近年、「田園地などから転用した土地に建築した住宅の結
露がひどい」、「化学物質の臭いが気になる」など後から発
覚する建築トラブルが増えてきています。これらは建築前に対
応できれば容易に解決できるにもかかわらず、対策が建築後
となってしまったがために莫大な費用がかかってしまったという
ケースも珍しくありません。このような被害を未然に防ぐために
は、私たちが蓄積してきたコンサルティング能力が必要不可
欠であると確信しています。

販売主体のハウスメーカー・ゼネコン・ディベロッパーには難
しいきめ細かいサービスをさらに構築するための大手ハウス
メーカー技術者や住宅設備関連メーカー技術者、建築士
ら有識者とタイアップした取り組みを通して、 『エコハウス』の
構築に取り組んでいます。



健康的な生活へのこだわり

シックハウス・化学物質

カビ・ダニ・アレルギー

断熱・遮熱・気密

健康的な建物づくりに欠かせないのが、「住む人の体温変化が小さくてすむ環境」と言われています。その
環境づくりに対し、私たちが貢献してきたこととして断熱・遮熱性能を高め、快適な室内環境を維持できる気
密性をバランスよくデザインすることです。熱放流が少ない家は、冬は暖かく、夏は涼しい環境を創造し、換気
の問題もクリアできます。このようなデザインは自然エネルギーの有効利用にもつながり、次世代住宅産業の
中核を担う知識です。

私たちの設立スタートのテーマが、既設ガラスを簡易に断熱・遮熱効果を高めることでした。これを解決でき
る新技術「液体カーテンES」の施工供給プロジェクトを通して、費用対効果の高い断熱・遮熱対策の普及と
推進を進めてきました。

シックハウス調査・診断サービス

現代社会が新たに抱える問題として、「シックハウス」という住宅の化学物質
による過敏症状の問題がクローズアップされるようになってきました。これまで、ク
ロス・輸入材などを使って産業ベースで育ててきた建物業界にとっては、これは
衝撃的な問題でした。

これから建てる建物に対しては、無垢木材やF☆☆☆☆などの使用による建
築設計により比較的解決は容易ですが、既設建物に対する対策は十分に機
能させるのが難しいのが現状となっています。

私たちはこの問題に対して、発生源の特定サービスを開始してきました。発生
源が特定されれば、費用対効果の高い対策を検討することが可能になると考
えたからです。このようなサービスを通したコンサルティングにより、建物で生活す
る人々の健康を守っていきます。

YKK APプラマードUより抜粋

健康を守る建物づくりのコンサルティングテーマとして、結露抑制が求められ
ます。結露はアレルギー物質であるカビやダニの繁殖に大きく影響します。この
ためには断熱に関する知識は不可欠です。

結露は一般に窓側で発生します。これは窓ガラスの断熱性が低いことが原
因です。私たちは住宅エコポイント制度などを活用し、窓ガラスの断熱性を高
めていくことを推進しています。

『液体カーテンES』は、トヨタ自動車ショールームで高い省エネ性能が現場実証された当グループのOEM技術です。

http://jutaku.eco-points.jp/�


環境配慮へのこだわり

間伐材利用の促進

自然エネルギーの有効利用

長期保全への取り組み

電力料金省エネサービス

日本の山間林業における問題として間伐材の社会的有効利用が
求められています。私たち建物に携わる者たちにとって求められることは、
建物産業への有効利用に他なりません。

平成22年度に「公共建築物等における木材の利用の促進に関する
法律」も公布され、木を使うことにより、森を育て、林業の再生を図ること
が求められています。これらに対する社会貢献のための取り組みとして、
国産材の有効利用を推進しています。また、間伐材・古材の利用を積
極的に取り組んでいくためのエコロジカルなビジネスモデルを構築し続け
ています。

公共建築物木材利用促進法の概略

現代社会の一番の難題である「地球温暖化」におけるCO2の発生を
抑えるための対策として、エネルギー需要の高まりが最も激しいビルおよ
び一般住宅などの建物が注目を集めています。このため、再生可能な
エネルギー資源の有効利用は避けることができないテーマです。

私たちはこのテーマに対して、既設建物への断熱・遮熱を高めること
により推進してきました。また、バイオマス発電、太陽光発電・燃料電
池・ガスコージェネレーションシステムなどの知識共有することにより、建
物における自然エネルギーの有効活用について検討を進めています。

またソフト面におけるサービスとして「電力エネルギー」に関する省エネ
支援サービスの他、小規模事業所のオフィスなどでも利用可能な「完
全出来高制の経費削減コンサルティング」事業にも取り組んできました。
「自然エネルギーの有効利用 ＝ 建物ランニングコスト削減」という観
点から取り組んでいます。

建物の長期保全の取り組みは、メンテナンスの維持コストを削減すだ
けでなく、材料資源の保護の観点からも重要な対策となっています。

私たちは新しい技術を建物修繕メンテナンスに取り組むことで、ランニ
ングコストの低減を進めてきました。例えば清水寺・金閣寺などの重要
文化財などの木材保護を目的として開発されたバイオタフカラーやエ
ココートCの技術推進、JR車両用途として活用されていたバイオタフPO
の建物看板の色彩復元に応用転換させた事例は、建物の長期保全
の観点から高い関心を頂いてきています。

金閣寺・清水寺で採用した
木材保護剤 エココートC

バイオタフカラー

before after

看板色彩を実施したモデル看板。5年経過した現在も
その復元した美観が継続している（バイオタフPO）



購入者視点の住宅デザイン

生活後のイメージをデザイン

建物の提案する時に一番重要なポイントは建物購入後の生活イメージを購入者に対して適切に伝えること
だと考えています。このポイントについて大手ハウスメーカーの取り組みとしてモデルルームでのPRや、体験生
活を通した取り組みが進められています。しかしながら、中小規模のハウスメーカーや地場の工務店では、な
かなかそういう取り組みを実施することは難しいのが現状です。この課題を解決するため、コンピューター上に
仮想空間を作り、生活空間を再現するための「3D Visual Design Presentation Show」システムを開発しました。

一般に３D-CADデータは10年以上前から、テレビ番組・テレビゲーム・インターネットなどあらゆるメディアで目
にする機会が多くなっています。このため仮想空間上で完成後のインテリアデザイン表現できないのかという要
望が日増しに強くなってきました。しかしながら、3D-CAD作成にかかる人材技術料が、多種多様な個別案件
に対応できるものではありませんでした。そこで、この多種多様な個別案件をシステム化することによりコストダウ
ンを図り、住宅市場向けに提供できるシステムして特化することを可能としました。

また、購入者が販売員とコミニュケーションを図りながらデザイン・インテリアの配置ができるように、自由度を
高めました。これにより販売員の表現力や個性だけでなく、購入者の意思を反映させることが可能となりました。

さらに、 3D-CAD技術熟練度の低い販売員でも一定レベルで使用できることを可能としました。 これは3D-
CADがもつ難解な作業を、基幹である環境改善推進センターが実施できる環境を整えたからです。すなわち、
販売員は 3D-CADのデザイン部分に特化できることで、 「3D Visual Design Presentation Show」は高価な付加価
値を誰にでも提供できるシステムとなりました。

このように数々の課題をクリアできたインテリア販売システム「3D Visual Design Presentation Show」を採用すること
で購入者に生活イメージが伝わり、住宅販売会社にとって販売促進に貢献できることを切に願っています。

モデルルームを「3D Visual Design Presentation Show」で表現
左：実際のモデルルーム写真 右：モデルルームを3D-CADで表した画像

□　新築　□　リフォーム　□　リノベーション　□　その他

□　リビング・ダイニング　□　キッチン　□　浴室・バス　□　トイレ

□　洗面所　□　収納　□　寝室　□　和室　□　階段　□　玄関　

□　バルコニー・エクステリア　□　子供部屋　□　書斎　□　ロフト　

□　洋室　□　廊下　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　リビング・ダイニング　□　キッチン　□　浴室・バス　□　トイレ

□　洗面所　□　収納　□　寝室　□　和室　□　階段　□　玄関　

□　バルコニー・エクステリア　□　子供部屋　□　書斎　□　ロフト　

□　洋室　□　廊下　□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□　四角形　　□　L字型

□　有　　□　無

□　ジャパニーズ　□　ヨーロピアン　□　アメリカン　□　チャイニーズ　

□　クラシックイメージ　□　モダンイメージ　□　ニューイメージ

□　ホワイト(white)

□　ブラック(black)

□　シュープ（sharp）

□　ナチュラル(natural）

□　エレガント(elegant)

□　フレンドリー(friendlly)

□　ロマンチック(romantic)

□　アクティブ(active)

□　ヴィヴィッド(vivid)

設計図面の有無　※2

仕上がり後のスタイル

使用前の部屋の利用状況

基本的な部屋タイプ

仕上がり後のイメージ

仕上がり後のカラーイメージ

お客様名

相談目的　※１

部屋の利用目的

現場野帳①

※1 壁を取り壊すなどの建築基準法に係る工事をリノベーション、カーテンレールの設置やクロスの 張替

など、 建築構造に影響を与えない工事をリフォームと定義しています。リフォーム、リノベーションにつ

いて、3D-CADを作成にあたり、設計図のある場合は必ずしも現地調査は必要ありませんが、特徴的なデザ

インを見過ごし、現物とのギャップが出る場合がありますので、なるべく現地調査を実施したいただくようお

願いします。

なお、現場調査において、特徴的な個所は必ず写真撮影するよう強くお願いします。当組合では、現地調

査を実施せずに生じた現物と3D-CADとの違和感については、責任を負いかねますので、ご了承ください。

※2 新築およびリノベーションは設計図面が必要不可欠です。

リフォーム案件を意識して構築したシステムだから、現場野帳によりお客様の要望を反映できる



協同組合環境改善推進センター

〒721-0961
広島県福山市明神町2丁目14番29号

T E L ：
F A X ：

084-920-9969
084-920-9968
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